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第一章　緒 言

第一1),第 三2),第 四3)篇 の結果 より余は家

兎に赤痢菌毒素を注射 して発生す る低Ca血

症が副腎ホルモンに より防過され得 るや否を

検 し様 とした.

依て本篇に於ては赤痢菌毒素を家兎に注射

す る一方,副 腎ホルモンを投与 じ,之 による

血清Ca量 の動揺を検 したので ある.其 の結

果皮質ホルモンに依つてはCa量 の低下が或

程 度抑止 し得 るが髄質 ホルモンに依つては其

の影響を認めない事を知つた.

抑 々副腎ホルモンが伝染病の経過に及ぼす

影響については各方面 よ り各種の報告があ り,

赤痢菌毒素中毒に対 して も前 田4)は 治療上有

意義的良好果を もつ事を報告 している.然 し

この際血清Ca量 に及ぼす影響 に関す る実験

的研究は未だ之を見ない.

第二章　實 驗 方 法

実験動物には体重1.6乃 至2.0瓩 の雄性健

康家兎を選び,前 篇に記述の如 き準備飼育の

後第一篇に記載 と同様の志賀菌毒素毎瓩体重

3cc,大 原菌毒素毎瓩体重8cc.を 静 脉 内 注 射

し,注 射後12時 間に して副腎ホルモンを皮下

注射 し,之 等 の注射前 及 び ホルモ ン注 射 後

1, 2.5, 4, 6時 間に於け る血清Ca量 を測定

す.

副腎 ホル モ ンには髄 質 ホル モ ン として 千倍

ボ ス ミン,皮 質 ホル モ ン として イ ンテ レニ ン

毎 瓩体 重 前者 は0.05, 0.1及 び0.2,後 者 は

2及 び3c.c.を 夫 々別別 に用 いた.

Ca定 量法は第一篇 と同様で ある.

尚実験試獣には毒素注射前10乃 至12時 間

に約200瓦 の雪花菜 を投与す る外実験終了ま

で食物を投与 しなかつた.

第三章　實 驗 成 績

第一節　 対照実験

其の1. 副腎ホルモンの健 康成熟家兎血清

Ca量 に及ぼす影響.

ア ドレナ リンに よ るCa量 の動 揺 に関 す る

業績 は極 め て多 く,ア ドレ ナ リン注 射 に よ り

血 清Ca量 減 少す となす もの5)6)7)8)9),増 加 す

とな す もの10)11),変 化 な し とな す もの12),更

に先 ず増 加 し其 の後 低 下す となす もの13)等 そ

の成 績は 一致 しな い.

之 に 反 し皮質 ホル モ ンの血 清Ca量 に 及ぼ

す 影響 につ い ては 其 の報 告少 く,僅 に2, 3に

過 ぎな い. Mirvisch14)は 家 兎に 皮 質 アル コー

ル エ キ スを注射 しCa量 の減 少 を認 め,杉 本

は牛 副 腎皮 質 エ キ ス並 に イ ン テ レニ ンに よ り

変動 を認 めず.又 鈴 木15)は 注射 後1時 間 には

下降 し,爾 後却 つ て上 昇 す と報 じてい る.

余 は 主実 験 の対 照値 を 得 る為 毎瓩 体 重 ボ ス

ミン千 倍液0.05, 0.1及 び0.2イ ン テ レ ニン

2及 び3c.c.を 別 々に 皮 下注 射 し,之 に よ る血

清Ca量 の動 揺 を検 し,第 一 表の 如 き結 果 を

得 た.

即 ちボス ミン注射に よりては注射後2時 間

半乃至6時 間に平均値 として0.8乃 至1.7mg

%の 減少を認めたが,イ ンテレニンに依 つて

は殆 んど変化を認めない.

其の2. 赤痢 菌 毒素の血清Ca量 に及ぼす
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影 響.

第一表　 副腎 ホルモン注射に よる血清Ca量 の消長

赤痢菌毒素注射によ り血清Ca量 の低下す

る事は第一篇に於て認めた所であ る.然 し本

篇 に於ては使 用家兎が成 熟家兎で あ り使用毒

素 量が異 り,尚 且毒素注射後12時 間よ り18

時間迄の間の血清Ca量 を詳細に知 る必要が

あつた為,改 め て茲に毎 瓩 体 重 志 賀 菌毒素

3c.c.或は大原 菌毒素8c.c.注 射による血清Ca

量の時間的変動を検 し第二,第 三表の如き結

果 を得,之 に対照値 として使用 した.

即ち血清Ca量 は第一篇 と同様に低下 し,

注射後12時 間に於け る低下 の度は志賀菌毒素

並に大原菌 毒素によ り夫 々平均2.2及 び1.9mg

%に 達 し,更 に其の後 も尚低下の過程を辿 り

つ ゝあ る事を知つた.

第二節　主 実 験

毎瓩 体 重志 賀 菌 毒素3c.c.或 は 大原 菌 毒素

8c.c.の 注射 後12時 間に して副 腎 髄 質 ホル モ

ン,ボ ス ミンの千 倍 液 毎瓩 体 重0.05, 0.1及

び0.2,副 腎 皮 質 ホル モ ン,イ ン テ レ ニン毎

瓩 体 重2及 び3c.c.を 夫 々単 独 に 皮下 注 射 し

注 射 後1, 2.5, 4, 6時 間 に 於 て 血 清Ca量

第二表　志賀菌毒素注射に依る家兎血清Ca量 の消長
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第三表　大原菌毒素注射に依る家兎血清Ca量 の消長

第四表　 志賀菌比素及び副腎ホルモン注射による家兎血清Ca量 消長

第五表　 大原菌毒素及 び副腎ホルモン注射に よる家兎血清Ca量 の消長
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を検 し第四,第 五表を得た.

即 ち志賀菌毒素,大 原菌毒素共に注射後12

時 間に於てCa量 は約1.9mg%程 度低下す る

事,第 二,第 三表の結果 と略 々一致す る.之

にア ドレナ リンを注す るも影響は殆ん ど見 ら

れなかつたが,副 腎皮質ホルモンを注射すれ

は,大 半例に於て2.5乃 至4時 間後に0.2乃

至0.4mg%程 度再び上昇 して来 るのを見た.

若し皮質ホルモンを投与 しなかつたならば こ

の時期には第二表,三 表の如 くCa量 は尚低

下 しつ ゞけ る筈である.此 の対比は副腎皮質

ホルモンが赤痢毒によるCa低 下を防止す る

効を有す る事を示す もの と考 えられ る.

第四章　小括及び考按

以上の成績の平均値について結果を総括図

示すれば第一,第 二図の如 くであ る.

即ち赤痢菌毒素たよる低Ca血 症に対す る

ア ドレナ リンの影響は之を

認め ることが 出来ないが,

インテ レニンによつては注

射後Ca値 は再び上昇す る

のが分 るのであ る.

第一図　 志賀菌毒素及び副腎 ホルモンによる家兎血清Ca量 の消長

志賀菌 毒素及びボス ミン 志賀菌毒素及びインテ レニ ン

第二図　 大原菌毒素及び副腎 ホルモン注射に よる

家兎血清Ca量 の消長

大原菌毒素 及び ボス ミン 大原菌毒素及びインテレニン

余はさきに第三篇に於

て赤痢菌毒素に依る副腎の

高度の病変を見た.

又小池は副腎剔 出に よる

機能脱落家兎に於てはア ド

レナ リン注射に よつて血清

Ca量 に影響が 表 はれな い

事を報告 してい る.

以上を通観して余の結果
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を見 るとア ドレナ リンは低下Ca値 に対 して

何等の影響をも及ぼ していない.此 のア ドレ

ナ リン不感性は毒素に よる副腎機能障 碍に よ

るものと考えられる.

次に又 インテ レニンが低下Ca値 を増加せ

しめた事は余の赤痢菌毒素に よる低Ca血 症

が毒素 による副腎皮質の機能障碍の結果であ

る事を示 しているもの と考えられる.

第五章　結 論

赤 痢菌毒素注射家兎の血清Ca量 に及ぼす

副腎ホルモン注射の影響を検 し,次 の結果を

得た.

1) ボスミンは正常家兎血清Ca量 を僅に

低下せ しむ るも,赤 痢菌 毒素 注 射 家 兎血 清

Ca量 には影響を及ぼ さない.之 は 毒 素 の中

毒に依 り副腎機能が障碍せ られたに依 るもの

と考えられ る.

2) インテ レニンは正常家兎血清Ca量 に

影響を与えないが,赤 痢菌毒素注射家兎血清

Ca量 の低下を抑止す る.之 は赤 痢 菌 毒素に

よる低Ca血 症が 毒素による副腎 皮質の機能

障碍の結果である事を示してい るもの と考え

られ る.

故に赤痢感染時に於け る低Ca血 症は疫痢

症状発現の原因で あるよりも,寧 ろ赤痢毒に

よる副腎皮質の機能障碍の二次的症状である

とす るのが妥 当と考えられ る.

第六章　全篇の總括竝びに結論

以上第一篇 よ り第五篇 までの結果 を総 括結

論す ると次の様 な事が云 える.

先づ赤痢菌毒素は血清Ca量 を低下せ しめ,

(第 一篇)こ の際副腎は高度に組 織 破 壊の像

を示し,(第 二篇)副 腎を剔 出すれば血清Ca

量が一過性に低下 し,(第 四篇)最 後に赤痢毒

素に より低下 した血清Ca量 が副腎皮質 ホル

モンに依 り或程度回復す る事を知つたので あ

る.

以上 の一連の事実は赤痢菌毒素が副腎を破

壊 しその結果低Ca血 症を招来せ しめ得 る事

を示 している.

故にた とえ疫痢に低Ca血 症が現はれた と

しても,之 はその病因ではな くして寧 ろ赤痢

毒による副腎機能低下の二次的現象ではない

か と考え る.

尚此際末梢神経の電気 興奮性は却つ て減退

してお り,(第 二篇), Tetanieの 存 在 は之を

認め る事が出来なかつた.

又毒素に依 るCa低 下は上皮小体を刺 戟し

て代償性機能亢進を起 さしむ るに足 るもので

あ る事を知つた.
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